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『福島県県外避難者の方へ　
　サロン・相談・情報ガイド Vol.2』

『ともにあゆむ/かながわ避難者
　相談窓口ハンドブック2019年度版』

①　宮城県内では、避難者の方向けのサロンが増えて
きています。相談・交流会の参加者から、「ほかの避
難者の方と交流する機会がほしい」という声がありま
したので、サロンの情報をご紹介して、交流の機会に
つなげてもらえたらと思い、作成しました。

②　当事者・支援者が運営する県内各地のサロン、専門
機関や福島大学同窓会の情報などを掲載していま
す。帰還を考えている方向けに、福島県で活動してい
る団体についてもご紹介しています。

③　ふるさとの人と話がしたい方、福島について話をし
たいけど、どこに行けばいいのか分からないという
方、ぜひガイドをご覧ください。掲載している情報以
外でも、知りたいことがあればご連絡下さい。

①　神奈川や近郊で生活を続けている方々の暮らしの
ガイドとなるようなハンドブックを発行しました。皆さ
まのお役にたつハンドブックにするために、避難当事
者が主力メンバーとなったハンドブック作成チームを
結成して、皆で意見を出し合いながら作成しました。

②　法律にかかわるお困りごとの相談窓口、医療・介
護・福祉に関する相談先や地域でのコミュニティづく
りのヒントを紹介しています。また賃貸住宅やお得な
交通サービス、おすすめの外出スポットなどのお役立
ち情報を掲載しています。

③　少しでもみなさまのお役に立てれば幸いです。内容
についてご不明なことなどありましたら、いつでも「あ
ゆむ会」にご相談下さい。

① 震災・原発事故の影響により茨城で暮らすことにな
り、さらに事業を再開された福島の方を紹介すること
で、「お店に足を運んでみようかな」「ちょっと遠いけ
ど、行ってみっか」と思っていただきたいと思い作成し
ました。

②　県内各地で事業を再開した方おひとりおひとりの、
これまでの経緯や思いなどをまとめています。

③　この場所に行けばこの方に会える、ということを
知っていただき、お店を通して福島の方とつながる機
会にしていただければいいなと思います。福島の方だ
けでなく、茨城の方たちにも読んでもらい、つながり
が拡がっていくといいです。

このたび、宮城・茨城・神奈川の生活再建支援拠点が、

各県の福島県外避難者の方向けに冊子を作成しました。

それぞれの拠点から話を伺いましたので、ご紹介します。

神奈川拠点

※このガイドは、宮城県内の支援団体・各関係機関のほか、避難者
の方が多く住んでいる市町村や社会福祉協議会へ送付していま
す。みやぎ連携復興センターHPからもご覧いただけます。
https://www.renpuku.org/

※このハンドブックは、あゆむ会へ住所登録している方、情報掲載
に協力いただいた団体等へ送付しています。あゆむ会HPからも
ご覧いただけます。http://hinansha-shien.net/

※この冊子は、茨城県内の市町村を通して避難者世帯へお送りし
ているほか、社会福祉協議会や商工会議所、公共施設などへ送
付しています。

問合せ先

問合せ先問合せ先

時間

TEL
mail

070-3182-4044
fuai.soudan@gmail.com
火・水・木 9：30～16：30

ふうあいねっと
茨城県内への避難者・支援者ネットワーク

070-6471-0311
ayumu.tomoni@gmail.com
月~金 12:00~19:00

かながわ避難者と共にあゆむ会
特定非営利活動法人

宮城拠点

茨城拠点

福島県県外避難者相談センター［宮城拠点］
（受託団体：一般社団法人みやぎ連携復興センター）

① 作成のきっかけ・経緯　　② 冊子の内容
③ 避難者の方へメッセージ

　福島
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。
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。
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。
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す
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、
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近
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。
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っ
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。
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れ
る
よ

う
に
ほ
と
ん
ど
毎
日
教
室
は
開
け
て
い

る
の
。
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っ
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っ
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ど
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時
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で
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一
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だ
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お客様のひとこといつもありがとうございます。もっともっと習字をうまくなりたいです。これからもよろしくお願いし

ます。

親子でお世話になっております。おしゃべりも楽しい習字教室、楽しいです。これからもお元気で近

所のアイドルじいさんでいてください。
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（
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出
身
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おおつ野書道教室〒300-0028 茨城県土浦市おおつ野8-16-15  TEL.029-846-2101 携帯090-4556-6426

 9:00～12:00、15:00～18:00  不定休

自
分
の
趣
味
を
活
か
し
て
楽
し
み
で
や
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
ね
。
家
族
も
反
対
は
し
て
い
な
い
よ
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■

■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■
■
■
■
□
■
■
■
■
■
■

よ
う
に
な
っ
て
く
る
ん
だ
。
習
字
は
ま

ず
、
数
を
書
か
な
く
ち
ゃ
だ
め
。
た
く

さ
ん
書
い
て
上
手
に
な
っ
て
い
く
。
競

書
の
毎
月
締
切
が
あ
っ
て
、
良
く
書
け

た
課
題
を
本
部（
南
相
馬
市「
書
心
会
」）

に
応
募
す
る
と
上
手
に
書
け
た
も
の
は

本
に
掲
載
さ
れ
る
。
本
に
載
れ
ば
そ
れ

が
励
み
に
な
っ
て
ど
ん
ど
ん
練
習
す
る

よ
う
に
な
る
の
よ
。
本（
書
心
会
発
行
）

に
載
る
と
嬉
し
い
よ
ね
。
子
ど
も
達
、

飽
き
た
時
は
筆
で
マ
ン
ガ
を
書
く
ん
だ

け
ど
、
そ
う
い
う
の
も
取
っ
て
お
い
て

「
筆
遊
び
」
っ
て
項
目
が
あ
る
か
ら
そ

こ
に
も
応
募
し
て
あ
げ
る
の
。
子
ど
も

と
一
緒
に
遊
ん
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
。

　

こ
こ
で
字
を
書
い
て
い
ら
れ
る
う
ち

は
、
ず
っ
と
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　毎年
展
示
会
に
も
何
人
か
表
彰
さ
れ

る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
ま
た
我
が
子
の

こ
と
の
よ
う
に
楽
し
み
な
ん
だ
な
。

こ
こ
で
字
を
書
い
て
い
ら
れ
る
う
ち
は
、

ず
っ
と
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

展
示
会
で
表
彰
さ
れ
る
と
、我
が
子
の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
い
。
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問い合わせ

神
奈
川

TEL：070-6471-0311 平日13時～17時
mail：ayumu.tomoni@gmail.com

特定非営利活動法人 かながわ避難者と共にあゆむ会

（神奈川県横浜市青葉区市ヶ尾町1169-22）

青葉区、田園都市線沿線など近くにお住いの
方々、「出張お茶っこ」を開催いたします。お茶
と軽食で集いおしゃべりしませんか。当日は司
法書士と法的な相談、不動産屋さんと住宅に関
する相談もできます。ご参加お待ちしています！

「避難指示区域からの今を語る、『私と福島』の
未来を探る」をテーマに交流会を開催します。北
海道は区域外避難をされた方が多いことから、
避難指示により避難させられた方々が集う場が
あまりありませんでしたので、お互いの話を聞き
合いながら交流を深める場にしたいと思います。

青葉区福祉保健活動拠点
ふれあい青葉

2019
2/24
（日）

12：00
～14：00

問い合わせ

東
京

TEL：03-6911-0582
mail：soudan@medical-bank.org

特定非営利活動法人医療ネットワーク支援センター

（東京都渋谷区千駄ヶ谷4-25-2）
交流会「こっちゃ来たらいいべぇ」で「暮らしの相
談コーナー」を開設します。看護師・歯科衛生士
による健康相談の他、福島県・東京都の職員が
生活のお困りごとをお伺いします。相馬盆歌を歌
うなど楽しい企画もありますので、初めての方も
お気軽にご参加ください。参加費500円（要・事
前申込） ※相談のみの場合は無料（要・事前申込）

SYDホール2019
2/17
（日）

12：00
～16：00

問い合わせ

茨
城

TEL：070-3182-4044
mail：fuai.soudan@gmail.com

茨城県内への避難者・支援者ネットワークふうあいねっと

（茨城県日立市十王町友部2581）
ココロの健康について、専門家の先生をお呼び
してお話会を開催します（13:30～14:30）。お話会
の後は、お茶っこ交流会＆個別に先生にご相談
もできます（14:30～15:30）。なんだかモヤモヤし
ている・涙もろい・夜眠れないなど、こんな小さな
ことだから…と思わずに気軽にご参加ください。

県北生涯学習センター３階 中講座室３2019
2/23
（土）

13：30
～15：30

問い合わせ

千
葉

TEL：080-5418-7286
mail：ftsoudan@npoclub.com

認定特定非営利活動法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ

（千葉県千葉市中央区弁天3丁目7-7）
千葉市で「いけばな交流会」（13:00～16:00、要
予約）を開催します。花木・花器等は準備しま
すので、お気軽にご参加ください。隣の部屋で
は、個別相談会（11:00～16:00）を実施します。
福島県職員が住宅や帰還・生活に関する相談
に応じます。

毎年恒例の京都府避難者支援プラットフォーム
による避難者交流会。ランチ懇親会で始まり、
人気のリラックスコーナーをはじめ、各種相談
も承ります。同窓会のような雰囲気で、美味し
いスイーツやお茶でリラックスしてください。

千葉市生涯学習センター３階 研修室２2019
2/26
（火）

11：00
～16：00

問い合わせ

滋
賀
・
京
都

TEL：075-353-5181
mail：info@fucco-nagomi.com

特定非営利活動法人 和

（京都府京都市下京区堀川通花屋町
　上る柿本町600番地１）

聞法会館 ３階2019
3/16
（土）

12：00
～15：00

問い合わせ

岐
阜
・
三
重

TEL：052-212-8155
mail：fksm@rsy-nagoya.com

認定特定非営利活動法人レスキューストックヤード
（ふくしま支援室）

（三重県津市羽所町700番地）

津駅東隣りのアストプラザにて「ふくしま交流
相談会」を開催します。特に今回は司法書士の
方を招き、原発ADR説明・相談会を行います。
（参加無料、要事前申込）是非この機会をご利
用ください。

アストプラザ4F会議室２2019
3/3
（日）

13：30
～16：00

問い合わせ

青
森
・
岩
手
・
秋
田

TEL：018-829-2140
mail：info2340@akita-partnership.jp

特定非営利活動法人あきたパートナーシップ

（秋田県秋田市上北手荒巻字堺切24-2）

福島県から現状の説明と、民賃補助終了後の
様々な相談をお受けします。心の寄り添い相談
ブースでは、専門家が子育て・健康・暮らし等
の相談に応じます。昼食を取りながらの避難者
さん同士の交流や、キッズコーナー・手作り体
験コーナーも設けます。皆さまの参加をお待ち
しています。

東日本復興応援プロジェクト「つなげよう花の
心」実行委員会による被災者と被災地を応援す
る活動を目的とした生け花交流会を開催しま
す。岩手県に避難している方の参加をお待ちし
ています。

秋田県ゆとり生活創造センター
「遊学舎」

3/2
（土）

13：30
～16：00

2019

2/9
（土）

10：00
～16：00

2019

アイーナ６０２号室
（岩手県盛岡市盛岡駅西通1丁目7番1号）

2019年　　　　　　月2･3
2019 北海道立道民活動センター

「かでる2．7」1030号室
（北海道札幌市中央区北2条西7丁目）

問い合わせ
特定非営利活動法人北海道NPOサポートセンター
TEL：011-200-0973
mail：soudanf@npo-hokkaido.org

北
海
道

2/9
（土）

13：00
～15：45

日程、会場は変更になる場合があります。
ご参加いただく際は、各地域の問い合わせ先にご連絡をお願いします。

交流会・相談会情報

※全国の生活再建支援拠点(相談窓口)の連絡先は、https://f-renpuku.org/support-base/ をご覧ください。


